
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北山高生がさらに「何事にも主体的に行動する」よう期待を込めて作成いたしました。 

(くだけた表現にしています。詳しくは学校ＨＰをご覧下さい) 

 

沖縄県立北山高等学校 

校長だより       
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     №２ 

「三つの方針（スクールポリシ―）」 

 

グラデュエーション・ポリシー（卒業するまでにこのような力を身に付けられる学校です） 

〇自ら考え、判断し、行動する力が身につきます。     ～自主自律～ 

 〇多様性を認め合い、他者と共に働く精神が身につきます。 ～友愛協同～ 

カリキュラム・ポリシー （このような学びの場を提供する学校です）  

 〇生徒一人ひとりの個性を尊重し、知・徳・体のバランスの大切にする学校 

 〇生徒一人ひとりが希望する進路の実現に向けて学ぶことのできる学校 

アドミッション・ポリシー （このような皆さんを待っている学校です）  

 〇目標に向かって、失敗しても、粘り強く、主体的に取り組み、輝きたい人 

 〇学びに向かう力を高め、高い学力を身につけたい人 

〇非認知能力を身につけ、変化の著しい社会に対応できる力を身につけたい人 

 〇郷土の歴史や文化に誇りを持ち、地域を愛し、国際協調の精神を大切にしたい人 

“グラデュエーション（Graduation）”は『卒業』という意味が含まれます。 

北山高校は、卒業を出口ではなく社会へ入口、多様な人生への入口として考えます。 

未知なる世界では、どんな力が備わっていることが大切か。 

卒業後、１０年、２０年と歳を重ねていく先に、どんな人間であればよいか。 

『生徒の卒業後の姿』を見すえて、『生徒が、卒業するまでにこのような力を身に付け

られる学校』という視点で作成しています。 

主体性を持ち「仲間と共に」正解のない世界の中でも、自分の信念をもって、目標

に立ち向かうリーダーシップが大切だと考えます。 

みんなの上に立って引っ張っていく、これまでの強いリーダーも大切ですが、 

強さだけでなく、弱さもあわせ持ち、たくさんの人に応援されて、感謝の気持ちを持

ち、前に進んでいく。仲間の隣に立ち、ともに悩み、時には同じ方を向いて考える。そ

のようなリーダーも大切です。 

琉球・沖縄の歴史が生まれ、育まれてきた豊かな「やんばるの自然に面する今帰仁」

という環境で、これからの歴史をつくる魅力あふれるリーダーの輩出を目指します。 

村内外から多くの中学生が、北山高校に進学して頑張っています。 

今帰仁中学校 

名護市内（名護、東江、屋部、大宮、羽地、屋我地、久志） 

北部地区（本部、上本部、国頭、大宜味、家、宜野座、金武） 

中南部地区（与勝第二、綾橋、宜野湾、真志喜、コザ、北中城、小禄） 

離島・県外（座間味村、多良間村、宮古島市、石垣市、東京都、香川県、三重県） 
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